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項目 R3
（決算）

R4
（決算）

R5
（決算）

R６
（当初予算）

評価 ページ

① 財政力指数
※（）は全国平均

0.342

（0.500）
0.341

（0.494）
0.341

（未公表）
ー 47都道府県中38位（R4） 3

② 経常収支比率（％）
※（）は全国平均

88.8

（87.3）
93.5

（92.6）
93.9

（未公表）
ー 47都道府県中25位（R4） 4

③ 実質赤字比率（％）

健
全
化
判
断
比
率
等

ー ー ー ー 該当なし 7

④ 連結実質赤字比率（％） ー ー ー ー 該当なし 7

⑤ 実質公債費比率（％）
※（）は全国平均

8.4

（10.1）
8.9

（10.1）
9.7

（未公表）
ー 47都道府県中17位（R5速報） 5・7

⑥ 将来負担比率（％）
※（）は全国平均

117.0

（177.1）
133.3

（154.4）
135.3

（未公表）
ー 47都道府県中14位（R5速報） 6・7

⑦ 資金不足比率（％） ー ー ー ー 全ての事業会計で資金不足なし 7

⑧ 歳入決算額（億円） 6,091 6,137 5,556 5,206
新型コロナ、大型事業の完了に伴い令和5年度は
減少

10

⑨ 歳出決算額（億円） 5,999 5,958 5,395 5,206
新型コロナ、大型事業の完了に伴い令和5年度は
減少

11

⑩ 投資的経費（億円）
※経済対策除き

1,073 935 810 832 大型事業の完了に伴い令和5年度は減少 12

⑪ 県債発行額（億円） 813 769 527 430 大型事業の完了に伴い令和5年度は減少 13

⑫ 県債残高（億円） 7,432 7,602 7,508 7,336 令和4年度をピークに今後は減少していく見込 14

⑬ 財政調整積立金残高（億円）
※R6は年度末見込

187 180 178 160
令和8年度末の基金残高について約130億円を確
保見込

15

⑭ 市場公募債発行額（億円）
※（）は、うち借換債

100 100
100

（60）
100

（60）
例年11月に100億円を発行 20

佐賀県の財政状況
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1 佐賀県の概要



佐賀県の概要①
1 佐賀県の概要

第1次産業 2.3%

第2次産業
31.0%

第3次産業
66.0%

農林水産業2.3%

製造業
24.5%

建設業
6.4%

卸売・小売業
11.5%

不動産業8.9%
保健衛生等

10.9%

教育5.3%

その他
9.7%

令和３年度
県内総生産

3兆1792億円

陶磁器製置物出荷額 1,346百万円

シリコンウエハ出荷額 178,096百万円
（表面研磨したもの）

ハウスみかん収穫量    6,180ｔ

人工林率 67％
（人工林面積/森林面積）

胃がん検診受診率の伸び率 11.4ポイント
（平成28年から令和4年）

唐津市

玄海町

伊万里市

有田町 武雄市

嬉野市

鹿島市

太良町

白石町

大町町
江北町

佐賀市

小城市
多久市

神埼市

吉野ヶ里町

上峰町

鳥栖市

みやき町

基山町

1

公務5.4%

金融・保険2.7%

通信・郵便6.8%

専門・科学技術
業務支援4.8%

本県の 全国No.1
経済活動別 県内総生産

人口 ７８９，２３２人 （令和6年４月１日現在）
県統計分析課「佐賀県の推計人口」

面積 ２，４４０.６７㎢  （令和6年１月１日現在）
国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」

県内総生産
（名目）

３兆１，７９２億円
県統計分析課「令和３年度県民経済計算」

市町 １０市１０町

１人あたり
県民所得

２，７４４千円
県統計分析課「令和３年度県民経済計算」



羽田

上海

佐賀

佐賀県の概要②

佐賀県

伊万里港では、令和２年に
伊万里港の輸出入の取扱
量が過去最高を記録。ガント
リークレーンの増設などにより、
アジアのゲートウェイ、国際
貿易港として整備を進めて
います。

本県は、九州の北西部に位置し、アジア大陸と近い距離
にあります。
九州佐賀国際空港から、国際線として、上海便、ソウル便、
台北便、西安便が運航しており、九州におけるゲートウェイと
しての地位を確立することを目指しています。

新鳥栖駅

空 港

鉄 道

港 湾

長崎本線と鹿児島本線
が通るほか、九州新幹線
により、本州及び九州内
の主要都市への移動がス
ムーズになっています。令
和4年9月には西九州新
幹線（武雄温泉ー長崎
間）が開業しました。

博多 12分

鹿児島中央 1時間11分

広島 1時間18分

新大阪 2時間47分

新幹線
（最速）
新鳥栖⇔

※山陽・九州直通新幹線「さくら」利用の場合

台北

2

武雄温泉駅

26,950 
27,484 

27,549 
29,981 

29,023 

25,054 

9,750 9,912 9,472 
10,421 

8,435 
7,966 

0

15,000

30,000

45,000

H29 H30 R01 R02 R03 R04

輸入 輸出

伊万里港コンテナ貨物取扱量単位：ＴＥＵ

伊万里港

ソウル

1 佐賀県の概要

西安
※１

※１  運航見合わせ中（～未定）



２ 佐賀県財政の状況



0.312
0.329

0.341 0.348 0.346 0.350 0.356
0.342 0.341 0.341

0.473
0.491

0.505
0.516

0.518 0.522 0.523

0.500 0.494

0.338 0.340
0.349 0.346 0.347 0.353 0.357

0.345 0.346

0.200

0.300

0.400

0.500

0.600

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 R2 R3 R4 R5

佐賀県

全国

類似県

8

財政力指数

地方公共団体の財政力を表す指標で、１に近づくほど財政力が強いとされています。

本県は、類似県と同程度の値で推移しています。

令和４年度では、47都道府県中38位となっています。

3

２．佐賀県財政の状況



91.6
92.2

93.4 93.3

93.5 94.8

93.8

88.8

93.5 93.9

93.0
93.4

94.3 94.2

93.0 93.2

94.4

87.3

92.6

94.6 94.5
95.2 95.2 95.3 95.8 95.1

88.0

93.1

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3 R4 R5

佐賀県

全国

類似県

全国25位

経常収支比率

財政構造の弾力性を示す指標で、比率が低いほど行政需要に弾力的に対応できます。

令和４年度では、47都道府県中、良いほうから25位となっています。

（％）

94

２．佐賀県財政の状況



指標名 R３ R４ R５

実質公債費
比率

本県 8.4 8.9 9.7

類似
団体 10.7 10.7 （未公表）

全 国 10.1 10.1 （未公表）

年 度
３ヶ年
平均値

実質公債費比率

R４

R３

R２

R元

単年度
数値

9.6

8.9

8.4

8.0

8.4

8.9

9.7

実質的な公債費（地方債の元利償還金）が財政に及ぼす負担を表すものです。

令和５年度では、都道府県中、良いほうから第１7位となっています。（速報）

R５ 10.6

105

２．佐賀県財政の状況



（％）

■ 将来負担比率

公営企業、出資法人等を含めた一般会計等が将来負担すべき実質的負債額の

令和５年度では、都道府県中、良いほうから第14位となっています。（速報）

標準財政規模に対する比率を表すものです。

11
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２．佐賀県財政の状況



（※）資金不足がないため「－」で記載

指標名
R５ R４

早期健全化
基 準

財政再生
基 準本県 順位 本県 全 国 順 位

実質赤字比率 － － － － － 3.75 5.0

連結実質赤字比率 － － － － － 8.75 15.0

実質公債費比率 9.7 17（速報） 8.9 10.1 10 25.0 35.0

将来負担比率 135.3 １4（速報） 133.3 154.4 13 400.0 －

事業会計 本県
経営健全化
基 準

佐賀県工業用水道事業会計 － 20.0

佐賀県港湾整備事業特別会計 － 20.0 

佐賀県産業用地造成事業特別会計 － 20.0

（単位：％）

（単位：％）

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率がないため「－」で記載

健全化判断比率等（令和５年度決算）

健全化判断比率

資金不足比率

全ての
事業会計で、
資金不足なし

127

２．佐賀県財政の状況



北海道

宮城県

秋田県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

神奈川県

新潟県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県
静岡県

愛知県三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県 岡山県

広島県

徳島県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

5.0 7.0 9.0 11.0 13.0 15.0 17.0 19.0 21.0

本県は全国型市場公募地方債を発行している道府県４０団体の中でも、

健全な財政状況となっています。

低
い
ほ
ど
健
全

低いほど健全

将来負担比率（％）

実質公債費比率（％）

13

健全化判断比率の全国的なポジション（令和５年度決算）

8

２．佐賀県財政の状況



普通会計決算の推移

令和２年度以降の一連の新型コロナ対策により一時的に決算額は6,000億円まで増加しました。

実質収支は昭和51年度以降、継続して黒字となっています。

14

歳入・歳出
（億円）

9

4,442
4,561

4,354
4,433

4,378

4,510

5,921
6,091

6,137

5,556

4,272
4,419

4,255
4,338 4,279

4,399

5,757
5,999 5,958

5,395

54
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40
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96

0
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60

80
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120
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２ R３ R４ R５

歳入総額 歳出総額 実質収支

２．佐賀県財政の状況

実質収支
（億円）

現在も、コロナ関連施策（制度融資等）が一部残存していることにより決算額は高止まりで推移してい
ます。



1,609 1,838 1,634 1,663 1,647 1,680
2,351 2,329 2,372 2,410

2,833
2,723 2,720

2,770 2,731 2,830
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依存財源

自主財源

県税

（県税：億円）（億円）

歳入決算の推移

なお、自主財源の比率は現在４割程度で推移しています。

1510

２．佐賀県財政の状況

令和２年度以降の一連の新型コロナ対策による国庫支出金の増により、一時的に
歳入決算額は増加しました。



1,978 1,991 1,981 1,997 1,999 1,974 1,964 1,977 2,008 1,976
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（億円）
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人件費 公債費
普通建設事業費 補助費等

歳出決算の推移

性質別の歳出決算の推移 主な経費の推移

（億円）

5,757

5,395

4,272
4,419

4,255

16

4,338 4,279 4,399

11

1,217

5,999

２．佐賀県財政の状況

5,958

994

801

663
647

1,197

1,020

1,154

令和２年度以降の一連の新型コロナ対策やSAGAサンライズパーク整備等の大型事業の
実施により、一時的に歳出決算額は増加しました。

現在も、コロナ関連施策（制度融資等）が一部残存していることにより歳出決算額は高止まり
で推移しています。



投資的経費の推移

80,864 
71,166 74,999 78,619 79,078 
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経済対策 経済対策以外の投資的経費
（百万円）

1712

２．佐賀県財政の状況

経済対策を除いた投資的経費は、令和２年度から本格化したSAGAサンライズパーク整備
等大型事業の実施により1,000億円程度まで増加しましたが、現在はそれらの整備完了に
より令和元年以前と同水準となっています。



県債発行額の推移

資金調達の多様化を図っており、資金区分は、民間資金の割合が高くなってきています。

18

100 100 100 100 100 100 125 100 100 60

318 319 293 299 346 379

511
498

437

295

168 126 143 146
105

108

176 215 232

172

648 635 628 641 622 598 593 602
597

646

0

500

1,000

0

500

1,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

公債費（億円）発行額（億円）

市場公募債 銀行等引受債 公的資金 公債費

13

２．佐賀県財政の状況

令和２年度から本格化したSAGAサンライズパーク整備等大型事業の実施により800億円程度
まで増加しましたが、現在はそれらの整備完了により令和元年以前と同水準となっています。



4,078 3,972 3,906 3,852 3,833 3,914
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5,136
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2,949 

2,850 
2,627 2,372 

7,212 7,165 7,107 7,040 6,983 6,974
7,208

7,432
7,602 7,508

1.62 1.57 1.63 1.59 1.60 1.55

1.22 1.22 1.24
1.35

1.73 1.71 1.72 1.73 1.73 1.71

1.42
1.28 1.35

0.00
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1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

地方債残高（億円）

臨時財政対策債残高

臨時財政対策債を除いた残高

地方債残高/歳入総額(佐賀県）

地方債残高/歳入総額（全国平均）

県債残高の推移

19

県債残高は大型事業の実施により令和４年度がピークとなっています。今後は減少

していく見込みです。

14

２．佐賀県財政の状況



財政調整積立金の残高

令和５年度末の基金残高は1７８億円となっており、近年と同規模の額を確保しています。

2015
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149 149
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8
9

9

9 9

9
2

2

2

2 2

2 2

0

100

200

300

H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

基金残高（億円）

大規模施設整備基金
県債管理基金
財政調整積立金 近年と同規模

２．佐賀県財政の状況



■ 令和４年度決算に係る貸借対照表

21

※四捨五入の関係で合計額が一致しない場合があります。

※事業用資産及びインフラ資産の「建物」「工作物」「その他」並びに物品は、減価償却累計額控除後の額です。

16

（単位：百万円）

科 目 
金 額 

科 目 
金 額 

R03年度 R04年度 増 減 R03年度 R04年度 増 減 

【資産の部】 【負債の部】 854,532 870,651 16,119 

固定資産 1,513,447 1,488,571 △24,876 固定負債 782,631 795,805 13,174 

 有形固定資産 1,392,783 1,370,224 △22,559  地方債 

退職手当引当金 

損失補償等引当金 

その他 

 

683,870 

97,549 

304 

908 

698,827 

95,960 

388 

630 

14,957 

△1,589 

84 

△278 

 事業用資産 234,018 251,171 17,153 

 土地 

建物 

工作物 

その他 

102,115 

73,775 

7,908 

50,220 

102,273 

60,569 

17,363 

10,397 

158 

△13,206 

9,455 

△39,823 

インフラ資産 1,144,730 1,103,597 △41,133 流動負債 71,901 74,847 2.946 

 土地 

建物 

工作物 

その他 

327,338 

1,598 

755,976 

59,818 

330,314 

2,427 

735,129 

35,727 

2,976 

829 

△20,847 

△24,091 

 1年以内償還予定地方債 

未払金 

賞与等引当金 

預り金 

その他 

59,928 

185 

8,671 

2,907 

210 

62,118 

149 

8,914 

3,554 

110 

2,190 

△36 

243 

647 

△100 物品 14,035 15,456 1,421 

無形固定資産 263 465 202 

投資その他の資産 120,401 117,883 △2,518 【純資産の部】 694,300 661,375 △32,925 

 投資及び出資金 

長期延滞債権 

長期貸付金 

基金 

その他 

徴収不能引当金 

20,938 

2,298 

19,378 

77,780 

58 

△51 

20,877 

2,303 

17,559 

77,263 

44 

△164 

△61 

5 

△1,819 

△517 

△14 

△113 

 固定資産等形成分 

余剰分（不足分） 

1,535,991 

△841,691 

1,375,362 

△713987 

△160.629 

127,704 

流動資産 35,385 43,455 8,070 

 現金預金 

短期貸付金 

基金 

その他 

12,292 

3,803 

18,741 

550 

21,472 

3,500 

18,004 

479 

9,180 

△303 

△737 

△71 

資産合計 1,548,832 1,532,027  △16,805 負債及び純資産合計 1,548,832 1,532,027 △16,805 

 

２．佐賀県財政の状況



22

３ 行財政運営計画



収支改善対策（R5～R8年度）

行財政運営計画2023（R5～R8年度）

時代に即した様々な施策を時機を逃さず実施していくため、県政運営の土台となる行財政運営を強化。

23

※Ｒ６．９月試算 （単位：億円）

１ 新たな価値を生み出す組織づくり

 ２ 多様な人材の確保・育成

 ３ 行政デジタル化の推進

効率的かつ効果的な行政運営 安定的かつ弾力的な財政運営

１ 歳入確保対策の強化
（１）財源の獲得
（２）自主財源の確保
 ２ 徹底した歳出の見直し
 ３ 持続可能で柔軟な財政構造の確立

収支改善対策 金額

財源の獲得
〇地方創生関連交付金の採択額
〇ふるさと納税寄附額

84億円程度

自主財源の
確保

〇県税の未収額削減
〇未利用財産の売却・貸付、
広告収入

7億円程度

持続可能で柔軟な財政構造の確立

R５末 Ｒ６末 Ｒ７末 Ｒ８末

財政調整積立金残高 178 160 140 130※

17

３．行財政運営計画

※標準財政規模の５％程度を目標
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４ 公営企業等の状況



公営企業（病院事業、工業用水道、産業用地、港湾整備）は、大きな資金
不足は生じておらず、健全な経営状況となっています。

※Ｒ５決算における数値
※佐賀県立医療センター好生館貸付金特別会計は、公営企業会計分のみ記載 （普通企業会計分は除く）

４ 公営企業会計等の状況

令和５年度決算に係る公営企業会計の財務状況

2538

（単位：百万円）

会計名
経常
収益
Ａ

経常
費用
Ｂ

経常損益
Ｃ （Ａ－Ｂ）

純損益
企業債
（地方債）
現在高

10 10 0 498

389 407 △18 △19

297 151 146 416

2,797

佐賀県医療センター好生館
貸付金特別会計

佐賀県工業用水道
事業会計

佐賀県産業用地
造成事業特別会計

佐賀県港湾整備
事業特別会計

610 41 569 1

4,211

0

4



第三セクターについては、半数以上の団体の運営状況は特段問題ありませんが、一部、赤字団体
においては、事業の見直しや経営改善に向けた取組が進められており、県としても必要な関与を
しています。

（単位：百万円）

土地開発公社 道路公社
R３ R４ R５ R３ R４ R５

貸借対照表
資 産
負 債
資 本

経常損益
当期損益

損益計算書

公社の状況

第三セクターの状況

公社・第三セクターの財務状況

（単位：百万円）

土地開発公社及び道路公社は、健全に運営されています。

26

１，６９７ １，６８３ １，６９２ ２８，５０６ ２８，８１１ ２９，１０２

５０ ３２ ３４ １８，６１６ １８，９２１ １９，２１２

１，６４７ １，６５１ １，６５８ ９，８９０ ９，８９０ ９，８９０

２ ４ ８ ０ ０ ０

２ ４ ８ ０ ０ ０

※総出資額に占める佐賀県からの出資割合が25％以上の団体について集計

19

経常損益 純資産又は正味資産 県からの出資金 県からの補助金

全団体   （26団体）
赤字団体 （14団体）

１３１ ３２，０６１ ７，７７６ ３，６４９

△１８３ １１，５７０ ３，８６８ １，７７８

４ 公営企業等の状況
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５ 佐賀県市場公募債について



市場公募債の令和６年度発行計画 シ団構成メンバー

発 行 額 100億円

償還年限 10年（満期一括）

条件決定日 令和6年11月13日

発 行 日 令和6年11月29日

５  佐賀県市場公募債について

発行概要等

個人向販売 SMBC日興証券㈱

(%)

28

金融機関名 シェア 証券会社名 シェア

㈱佐賀銀行 21.0

野村證券㈱

13.0

㈱みずほ銀行 19.0 大和証券㈱ 11.0

㈱佐賀共栄銀行 2.0

SMBC日興証券㈱

11.0

佐賀信用金庫 1.0 みずほ証券㈱ 8.0

唐津信用金庫 1.0
三菱UFJモルガン・
スタンレー証券㈱ 5.0

伊万里信用金庫 1.0 岡三証券㈱ 1.0

九州ひぜん信用金庫 1.0 しんきん証券㈱ 1.0

㈱あおぞら銀行 1.0 東海東京証券㈱ 1.0

㈱三井住友銀行 1.0

㈱ＳＢＩ新生銀行 1.0

20



29

（参考）本県の取組み６



産業の活力を未来につなぐ
半導体産業やコスメティック産業など本県に強みや素地のある分野や各産業の成長に必要不可欠となっているデジタル関連企業など、
本県の発展を牽引し、若者をはじめとする県民が活躍できる多様な企業の誘致に取り組んでいます。

21

６ （参考）本県の取組

写真提供：㈱イノベーションパートナーズ/和多屋別荘

アイリスオーヤマ（株） ＜鳥栖市＞ 

大規模投資に続き、
新工場建設を発表

（株）SUMCO＜伊万里市・吉野ヶ里町＞

茨城県つくば市から
研究拠点を集約

久光製薬（株）＜鳥栖市＞

博多工場から移転

アサヒビール（株）＜鳥栖市＞

未来に向けた新たな拠点として
新産業集積エリア唐津を取得

（株）佐賀鉄工所＜唐津市＞

新たに食品事業の
生産・輸出拠点化

（株）Ｃｙｇａｍｅｓ ＜佐賀市＞

日本初！
温泉旅館客室がサテライトオフィスに

（株）イノベーションパートナーズ
＜嬉野市・有田町・多久市・鹿島市＞ 

和多屋別荘で
多数のIT企業が
オフィスを開設

最高のコンテンツを
佐賀から世界へ

本県の強みを生かした
戦略的誘致活動により
世界的な企業が続々進出

抜群の交通アクセス 少ない自然災害 実直で優秀な人財



収量や品質の向上、経営の多角化等により経営力を「磨く」とともに、「稼ぐ」経営体を数多く創出し、そうしたこ
とを新規就農者や担い手の確保・育成に「つなげていく」といった好循環を生み出していきます。
そのために、所得向上が期待される園芸農業を強力に推進する「さが園芸888運動」を展開するとともに、当
県が誇る銘柄牛「佐賀牛」の生産基盤の強化や輸出の促進などにも取り組むことで、農業産出額を1,307億円
（R4）から1,580億円（R14）に伸ばすことを目指しています。

「磨き、稼ぎ、未来へつながるさが農業・農村」の実現

31

＜主な取組等＞

全国に誇る農産物

「いちごさん」

「さがびより」

さが園芸888運動

園芸農業の産出額を令和10年まで

に888億円に拡大することを目標に、

県や市町、農協、生産者が一丸と

なって展開中。

かんきつ新品種
「にじゅうまる」

22

佐賀牛を一気通貫で世界へ

令和6年4月から、佐賀牛のもととなる

子牛の生産拠点「佐賀牛いろはファー

ム」から子牛の出荷が始まるとともに、

同年7月から、高性能食肉センター

「KAKEHASHI」からの対米輸出を開始

しました。「佐賀生まれ、佐賀育ちの佐

賀牛」の生産を拡大し、佐賀から直接世

界へ届けていきます。

「佐賀牛」

14年連続
「特A」獲得

＜希望者が安心して就農できる体制を拡大中！＞

就農希望者に地域の

農家が栽培技術等を

指導する研修体制

（トレーナー制）

の構築や研修農場

（ミニトレーニングファーム）の整備、

研修終了後の就農地となる園芸団地の

整備を進めています。

R4園芸産出額：660億円
（86億円UP<R3比>）

６ （参考）本県の取組



荷主へのインセンティブ

物流業者へのインセンティブ

新規荷主へのトライアル助成1

 物流業者への集荷助成2

対   象 伊万里港を新規利用し、今後継続的な利用が見込まれる荷主

助成額  輸送費等の1/2 

■ 荷主が港を選択している場合

■ 物流業者が港を選択している場合（荷主は輸送を一任）

伊万里港の“新規利用者”の開拓

伊万里港

伊万里港

物流業者

物流業者

対   象 伊万里港を新規利用する荷主を開拓する物流業者

助成額  貨物１TEUあたり１万円

※この場合でも荷主は「１」の助成を利用可

荷主
※

伊万里港の飛躍に向けて

（R4）

ガントリークレーン
２号機まりん供用開始

R4R3H30 R1 R2

（基準年H30=100％）

コロナの影響等で
     取扱量が減少 

伊万里

国内

主要８港
（東京・横浜・大阪・博多など）

R7R5 R6

Ｖ字回復させ、
更なる飛躍へ！

国内のコンテナ取扱状況

（R4）

臨港道路七ツ島線開通

（R5）
コンテナレーン増設
高圧ガス・危険物貯蔵所設置

（R4～）
東南アジア・台湾と輸出入
を行った荷主へ助成

港湾機能の強化

助 成 制 度

（R4）

空コンテナ置場の整備

国内全体が減少する中、

主要港に貨物が集中

伊万里港

 他港からの転換を促進

新しく伊万里港を選択

新しく伊万里港を利
用する荷主の開拓

荷主

23

６ （参考）本県の取組



唐津港

西九州自動車道

佐賀唐津道路

有明海沿岸道路

伊万里港
城原川

さがを支える 社会資本の整備 を進めています

調査・設計をさらに推進

福富鹿島道路有沿道

大川佐賀道路

諸富ICからさらに先へ事業推進

有沿道

伊万里道路西九州道

（仮称）伊万里中央ICへ
向けた事業推進

４車線化に向けた事業推進

久原臨港道路

土砂災害防止対策

【今坂地区】
砂防施設の整備等

六角川河川激特事業

牛津川遊水地の整備等

吉野ヶ里歴史公園

早期整備に向けた事業推進

佐賀福富道路 ・ 佐賀道路Ｔゾーン

九州佐賀
国際空港

城原川ダム

城原川

倉谷川

用地補償に着手
官民連携による交流拠点施設、
キャンプフィールド等の整備

国道204号

諸富IC

（仮称）川副IC

牛津川遊水地
牛津川

鹿島側(イメージ)

大川方面小城方面

（仮称）佐賀JCT

嘉瀬南IC 国道207号

（仮称）嘉瀬IC

（仮称）嘉瀬北IC

小郡鳥栖南

24

６ （参考）本県の取組



海洋プラ問題の解決を目指し

世界海洋プラスチックセンター（仮称）を
整備します

研究ラボ

回収・分別・再生、
体験スペース

CAFÉ・SHOP

GALLERY

イメージ

“波戸岬エリア”に海洋プラ問題のプラットフォーム

R６年度
基本設計・実施設計

R７年度
造成・建築工事

R８年度
オープン（予定）

ー schedule ー

海洋プラスチック専門の
教育・体験・交流施設

家庭での取組を促進

歩くライフスタイル推進

プロスポーツチームとの協働

MaaSによる公共交通の利用促進

歩くイベント開催
サンライズパーク～ARKS

バス無料DAY
佐賀市内降車×2日間

テレビ番組で脱炭素
ライフスタイルの情報発信

リユーザブルカップ
によるごみ削減

ゼロカーボン
チャレンジマッチ

1日バス乗り放題デジタルチケット
SAGA2024来場者等に発行

脱炭素型ライフスタイルの推進

ＳＤＧｓへの取組

フィールド
ミュージアム

佐賀から世界に発信
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６ （参考）本県の取組



佐賀県立大学（仮称）を構想中

26

６ （参考）本県の取組



お問い合わせ先
TEL : 0952-25-7013 FAX : 0952-25-7292

✉ zaisei@pref.saga.lg.jp

佐賀県 総務部 財政課 公債担当

〒840-8570   佐賀県 佐賀市 城内 1-1-59
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